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明けましておめでとうございます

本年もよろしくお願い申しあげます

� 東区ねんりんクラブ連合会

コロナに負けずコロナに負けず
シニアパワー発揮シニアパワー発揮

　新型コロナウイルス感染症の影響で、昨年の上半期は思
うように活動はできませんでした。しかし、感染対策を徹
底の上、10月にはグラウンド・ゴルフ大会、11月には健
康スポーツ大会を開催することができました。
　今年こそは予定している行事が全て開催できるように、
引き続き新しい生活様式を取り入れ、シニアパワー全開で
地域を盛り上げていきましょう。

グラウンド・ゴルフ大会グラウンド・ゴルフ大会

健康スポーツ大会健康スポーツ大会

2・12ページ

3ページ



（2）第90号令和 4年 1月 1日発行

第29回東区高齢者グラウンド・ゴルフ大会

GG愛好者133名がGG愛好者133名が
はつらつプレーはつらつプレー

赤赤
コートコート

黄黄
コートコート

青青
コートコート

優　勝 吉良　 武士 【舞松原】

準優勝 古閑　 隆治 【舞松原】

第３位 直江　 照治 【美和台】

優　勝 竹原 恵美子 【馬　出】

準優勝 柴田 　頼信 【馬　出】

第３位 池田　　 明 【香椎東】

優　勝 江頭　 孝也 【香　椎】

準優勝 高森　 寛治 【照　葉】

第３位 小金丸　 徳 【和　白】

《大会結果》《大会結果》（敬称略）

　

10
月
6
日
（
水
）、
第
29
回
東

区
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
を
雁
の
巣
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、

１
３
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、藤
原
会
長
よ
り「
ぜ

ひ
日
頃
の
練
習
の
際
に
は
、
近
所

の
方
に
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

の
道
具
を
貸
し
て
交
流
を
深
め
、

会
員
増
強
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」

と
、
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
開
会
式
を
終
え
、
い
よ
い
よ
競

技
ス
タ
ー
ト
。
雲
一
つ
な
い
青
空

の
も
と
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
元

気
に
フ
ル
ス
イ
ン
グ
。
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
熱
気
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
競
技
中
に
は
、
久
し
ぶ
り
の
仲

間
と
の
再
会
を
喜
び
、
お
互
い
に

プ
レ
ー
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
う
場

面
も
。
自
然
と
会
話
が
弾
み
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
交

流
を
深
め
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
】

快晴のもと開催快晴のもと開催

力がこもる第一打力がこもる第一打

狙いをよく定めて狙いをよく定めて

表
彰
式
の
様
子

表
彰
式
の
様
子
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【
大
会
結
果

【
大
会
結
果
】】

順
　
位

氏
　
名

校
　
区

優
　
勝
三
橋 　

靖
郎
美
和
台

準
優
勝
竹
内 　

鉦
男
香　

椎

第
３
位
井
倉 　

令
子
松　

島

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

　千代紙で人形を作ることが好
きで、指先を使うので、脳トレ
にもなっています。また、町内
の皆さんとダーツ等のスポーツ
をするのも楽しみの一つです。

二階堂　禮さん二階堂　禮さん
（舞松原校区 )（舞松原校区 )

90 歳90歳

荒木　正也さん荒木　正也さん
（和白東校区 )（和白東校区 )

90 歳90歳

最
高
年
齢
者
賞

　週5回のグラウンド・ゴルフ
と週1回のダーツが健康の秘訣
につながっていると思います。
これからも楽しみながら健康づ
くりに励みます。

　
11
月
25
日
（
木
）、
東
体
育
館
に
て

第
16
回
東
区
高
齢
者
健
康
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
76
名
が
参
加
し
前
回
に

続
き
、
今
回
も
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
に

挑
戦
。
福
岡
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
の
方
よ
り
、
ル
ー
ル
の
説
明
を

受
け
て
か
ら
競
技
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
、
45
点
を
獲
得
し
た

三
橋
靖
郎
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
は
誰
で
も
気
軽
に

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆

さ
ん
も
機
会
が
あ
れ
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

先生のマネをしながら先生のマネをしながら
得点集計中にみんなでダンス！得点集計中にみんなでダンス！

　
10
月
12
日
（
火
）
〜
17
日
（
日
）

の
6
日
間
、
福
岡
市
美
術
館
に
て

第
51
回
福
岡
市
高
齢
者
美
術
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
美
術
展
は
、
作
品
を
出
展

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
を
高
め
る
と
と
も
に
高

齢
者
福
祉
へ
の
市
民
の
理
解
等
を

高
め
る
た
め
に
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
回
は
80
点
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
東
区
か
ら
は
9
点
の
出

展
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
4
点
が
入

賞
し
、福
岡
市
老
連
会
長
賞
に
は
、

濱
嶋
寛
和
さ
ん
（
三
苫
第
二
福
寿

会
）
の
写
真
「
憧
れ
の
芸
者
さ
ん

と
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
次
回
も
東
区
か
ら
多
く
の
方
の

作
品
が
入
賞
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

第
51
回
福
岡
市
高
齢
者
美
術
展

力
作
力
作
8080
点
集
い

点
集
い

東
区
東
区
44
名
が
入
賞

名
が
入
賞

写
真「
憧
れ
の
芸
者
さ
ん
と
」

濱
嶋
　
寛
和
さ
ん

（
三
苫
第
二
福
寿
会
）

福岡市老連会長賞

金　賞 金　賞

奨励賞

日本画「満開の木香ばら」
向坂　惠子さん（名島校区）

工
芸「
薬
師
寺
ー
三
重
塔
ー
西
塔（
世
界
遺
産
）」

日
髙
　
博
さ
ん（
山
の
手
睦
会
） 工芸「風流な旅」

内村　安子さん（名島校区）

第16回東区高齢者健康スポーツ大会

ラダーゲッターで健康づくりラダーゲッターで健康づくり
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２
０
２
２
年
に
突
入
し
ま
し

た
。
２
が
３
つ
も
並
ぶ
特
殊
な
年

で
す
。
普
段
、
あ
ま
り
考
え
な
い

「
人
類
」
を
考
え
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
人
類
を
学
術
語
で
「
ホ
モ

サ
ピ
エ
ン
ス
（
賢
い
人
間
）」
と

言
い
ま
す
が
、
そ
の
生
い
立
ち
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
み
ま
す
。

ル
」の
ゴ
リ
ラ・オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン・

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
な
ど
が
出
現
し
、

６
０
０
万
年
前
に
「
ヒ
ト
」
の
先

祖
が
あ
ら
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

サ
ピ
エ
ン
ス
」

の
３
分
の
２

く
ら
い
の
大

き
さ
に
な
り

ま
す
。「
石
器
」

（
打
製
石
器
）
を
「
道
具
」
と
し

て
使
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
60
万

年
前
に
始
ま
っ
た
「
氷
河
期
」
に

は
「
毛
皮
」
を
身
に
つ
け
「
天
幕

の
シ
ェ
ル
タ
ー
」
に
住
み
「
洞
窟

暮
ら
し
」
な
ど
を
行
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
50
万
年
前
の
当
時「
火
」

の
利
用
は
「
暖
房
」
や
食
べ
物
の

「
熱
処
理
」
の
ほ
か
「
照
明
」
と

し
て
の
利
用
や
「
猛
獣
」
を
退
け

る
た
め
に
も
使
用
し
た
よ
う
で

す
。

作
る
な
ど
、
一
種
の
「
文
化
」
が

芽
生
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
３
万
年
前
に
突
如
と
し
て
消

滅
し
ま
す
。
仲
間
と
の
意
思
疎
通

に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ

も
、
滅
亡
の
一
原
因
だ
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス

舞
松
原
校
区
　
あ
か
つ
き
会
　
田
尻
　
和
馬

　
１
億
年
～
７
千
万
年
前
の
ま
だ

「
恐
竜
」
の
全
盛
時
代
の
話
で
す
。

「
霊
長
類
」
は
、
サ
ル
と
い
う
よ

り
は
「
ね
ず
み
」
の
よ
う
な
姿
で
、

細
々
と
生
き
て
い
た
よ
う
で
す
。

６
千
６
０
０
万
年
前
、
恐
竜
が
突

如
絶
滅
す
る
と
、生
き
延
び
た
「
哺

乳
類
」
が
勢
い
を
増
し
「
種
類
」

も
急
激
に
増
え
ま
す
。
４
千
万
年

前
に
は
「
後
ろ
足
で
立
つ
」
サ
ル

が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
３
千
年
前
に

は
「
し
っ
ぽ
の
な
い
」「
手
長
ザ

ル
」
が
あ
ら
わ
れ
、
１
千
万
年
～

７
０
０
万
年
前
に
は
「
大
型
の
サ

　

３
０
０
～
４
０
０
万
年
前
に

「
二
足
歩
行
」
の
「
猿
人
」
が

あ
ら
わ
れ
、
身
長
は
１
４
０
～

１
５
０
㌢
。「
四
つ
足
」
の
こ
ろ

よ
り
「
目
の
位
置
」
が
高
く
な

り
、
周
囲
の
見
通
し
が
良
く
な
り

ま
す
。「
前
足
」
は
「
手
」
と
し

て
「
道
具
」
を
使
う
こ
と
を
覚
え

ま
す
。「
四
つ
足
」
の
こ
ろ
「
首
」

は
水
平
に
伸
び
、そ
の
先
に
「
頭
」

が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
二
足
歩
行
」
で
は
「
首
」
は
ほ

ぼ
垂
直
に
立
ち
、
大
き
い
「
頭
蓋

骨
」
を
の
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
脳
の
容
積
は
現
在
の

「
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
」
の
３
分
の

１
の
５
０
０
c
c
と
な
り
「
石

器
」
を
使
い
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

１
８
０
万
年
前
に
は
「
原

人
」
が
出
現
し
ま
す
。
身
長
は

１
６
０
～
１
８
０
㌢
。
脳
容
積

が
「
猿
人
」
の
約
２
倍
の
９
０
０

～
１
１
０
０
c
c
と
「
現
ホ
モ

　
ド
イ
ツ
の
「
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー

ル
（
タ
ー
ル
は
谷
）」
地
方
で
30

～
50
万
年
前
の
化
石
人
類
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
身
長
は
「
ホ
モ
サ

ピ
エ
ン
ス
」
よ
り
や
や
小
柄
な
が

ら
、
骨
組
み
は
が
っ
ち
り
し
て

い
て
、
脳
容
積
は
１
３
０
０
～

１
６
０
０
c
c
と
「
ホ
モ
サ
ピ

エ
ン
ス
」
よ
り
大
き
く
、
や
や
平

べ
っ
た
い
頭
蓋
骨
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
ア
フ
リ
カ
で
誕
生
し
て
、
周

辺
に
ち
ら
ば
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。「
頭
蓋
骨
」の
周
り
に「
花
粉
」

が
多
く
存
在
し
た
こ
と
か
ら
死
人

に
花
を
飾
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま

た
「
貝
が
ら
」
の
「
装
飾
品
」
を

　
20
万
年
前
に
現
在
の
人
類
「
ホ

モ
サ
ピ
エ
ン
ス
」
が
ア
フ
リ
カ
に

出
現
し
、
時
期
的
に
「
ネ
ア
ン
デ

ル
タ
ー
ル
人
」
と
「
共
存
」
し
ま

す
。
お
互
い
に
「
友
好
」
関
係
に

あ
っ
た
か「
敵
対
」し
て
い
た
か
、

「
無
視
」
し
て
い
た
か
、
な
ど
は

不
明
で
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は

「
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
」の
中
に「
ネ

ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
D
N
A
」

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両

者
に
何
ら
か
の
接
触
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
ホ
モ
サ

ピ
エ
ン
ス
」も
各
地
に
散
ら
ば
り
、

そ
の
他
の
環
境
の
違
い
か
ら
白

人
・
黒
人
・
黄
色
人
種
な
ど
が
あ

ら
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
「
亜

種
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。「
ネ
ア
ン

デ
ル
タ
ー
ル
」
の
没
後
、
単
独
の

「
種
」
と
な
っ
た
「
ホ
モ
サ
ピ
エ

ン
ス
」は
ま
す
ま
す
進
化
を
続
け
、

新
石
器
時
代
（
磨
製
石
器
）」「
青

銅
器
時
代
」
へ
と
進
み
、
世
界
４

大
文
明
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
一

つ
「
エ
ジ
プ
ト
文
明
」
は
４
千
年

前
に
そ
の
工
法
が
不
明
と
さ
れ
る

①
猿
人
以
前

②
猿
人

④
旧
人
類

（
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
）

⑤
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
と

　
文
明
の
芽
生
え

③
原
人
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「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
を
残
し
ま
し
た
。

一
方
、
文
明
は
「
宗
教
」
を
広
め

ま
す
。「
仏
教
」「
キ
リ
ス
ト
教
」「
イ

ス
ラ
ム
教
」
な
ど
で
す
。
宗
教
と

直
接
関
係
な
い
も
の
の
「
キ
リ
ス

ト
の
誕
生
」
を
紀
元
と
す
る
「
西

暦
」
が
誕
生
し
ま
す
。

始
め
ま
す
。
南
米
の
南
端
（
現
在

の
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
）
か
ら
太
平
洋

に
入
り
、
な
お
も
西
へ
進
み
、
フ

ィ
リ
ッ
ピ
ン
に
到
着
し
ま
す
が
、

そ
こ
で
先
住
民
に
殺
害
さ
れ
ま

す
。
航
海
を
引
き
継
い
だ
部
下
が

22
年
９
月
に
世
界
一
周
を
果
た

し
、「
地
球
が
丸
い
」
こ
と
が
証

明
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
天
文
学
者
「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

（
１
４
７
３
～
１
５
４
３
）」
が
地

球
は
太
陽
の
周
り
を
回
っ
て
い
る

と
い
う
「
地
動
説
」
を
発
表
し
ま

す
。
イ
タ
リ
ア
の
天
文
学
者
「
ガ

リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
（
１
５
６
４

～
１
６
４
２
）」
が
こ
れ
を
是
認

し
ま
す
。
怒
っ
た
の
は
「
ロ
ー
マ

教
皇
」
で
す
。「
宗
教
裁
判
」
に

か
け
「
地
動
説
」
を
撤
回
さ
せ
ま

す
。表
向
き
は
そ
れ
に
従
っ
た「
ガ

リ
レ
オ
」
が
「
そ
れ
で
も
地
球
は

回
っ
て
い
る
」
と
つ
ぶ
や
い
た
と

い
う
話
は
有
名
で
す
。

　
超
高
速
で
回
転
し
て
い
る
地
球

の
「
自
転
」「
公
転
」
が
、
わ
れ

わ
れ
を
振
り
落
と
す
こ
と
も
な

く
、
動
き
さ
え
感
じ
さ
せ
ま
せ

ん
。
物
理
法
則
の
「
引
力
」「
慣

性
」
な
ど
に
よ
る
も
の
で
し
ょ

う
。
現
在
、
法
則
を
う
ま
く
利
用

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
と
ば
し
た
よ
」

「
え
っ
、
と
ば
し
た
か
な
あ
」。

　
孫
（
男
児
）
が
３
歳
の
頃
、
寝
る

前
に
大
好
き
な
「
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む

し
」
の
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
た
時
の

こ
と
。
目
を
閉
じ
て
い
る
の
で
「
寝

た
か
な
あ
」
と
思
っ
て
絵
本
を
と
ば

し
て
読
ん
で
み
た
。
３
歳
な
の
で
字

は
読
め
な
い
し
書
け
な
い
の
に
、
な

ぜ
か
絵
本
の
内
容
を
覚
え
て
い
る
。

そ
の
孫
も
今
年
で
高
校
２
年
生
、
東

京
に
住
ん
で
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
孫
と
は
ス
マ

ホ
で
会
話
を
し
て
い
る
。「
福
岡
に

行
っ
た
ら
ラ
ー
メ
ン
食
べ
に
連
れ
て

行
っ
て
」「
い
い
よ
」
と
。

　
以
前
、
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
に
行

っ
た
時
「
バ
リ
カ
タ
一
杯
」
と
注

文
し
た
孫
。
成
長
ぶ
り
が
頼
も
し

い
。
会
話
の
最
後
は
必
ず
「
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い

つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
て

ね
」
と
、
心
が
ほ
っ
こ
り
す
る
一

刻と
き
で
あ
る
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ

る
昨
今
、
日
本
人
の
寿
命
は
年
々

延
び
て
い
る
。
昨
年
、W
H
O（
世

界
保
健
機
関
）
の
統
計
で
平
均
寿

命
は
84
・
３
歳
（
男
性
81
・
５
歳
、

女
性
86
・
９
歳
）、
健
康
寿
命
は

74
・
１
歳
（
男
性
72
・
６
歳
、
女

性
75
・
５
歳
）
と
、
世
界
一
の
長

寿
国
に
な
っ
て
い
る
。
一
人
ひ
と

り
が
健
康
長
寿
の
人
生
を
過
ご

し
、
ど
の
よ
う
に
老
い
と
向
き
あ

う
べ
き
か
。

　
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
運
動
、睡
眠
、

食
事
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
年
を

重
ね
る
と
身
体
的
な
衰
え
と
い
う

目
に
見
え
る
変
化
と
、
人
生
経
験

や
精
神
的
な
成
長
と
い
う
目
に
見

え
な
い
部
分
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

心
の
部
分
で
あ
る
。
私
は
い
く
つ

に
な
っ
て
も
生
涯
青
春
の
心
で
前

向
き
に
挑
戦
を
楽
し
み
た
い
。
90

歳
で
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞

し
た
真
鍋
淑
郎
氏
は
「
研
究
を
駆

動
し
た
の
は
好
奇
心
、
最
も
面
白

い
研
究
は
好
奇
心
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
」
と
、
語
っ
て
い
た
。
研
究

を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
、
う
か

が
わ
れ
る
。

　
心
が
老
い
な
け
れ
ば
人
は
向
上

し
て
い
け
る
。
私
自
身
、
こ
の
確

信
で
挑
戦
の
心
を
失
わ
ず
、
地
域

の
人
々
や
友
人
と
友
情
を
育
ん
で

い
き
た
い
と
願
う
。
そ
れ
が
健
康

的
な
人
生
に
も
つ
な
が
り
、
幸
福

感
が
あ
る
と
思
う
。

　
も
し
も
、
１
０
０
歳
近
く
長
寿

で
い
た
ら
「
天
国
に
一
番
近
い
年

な
の
よ
」
と
笑
い
と
ば
し
、
老
い

を
楽
し
み
た
い
と
思
う
。

挑
戦
の
心
で
老
い
を
楽
し
む

舞
松
原
校
区
　
神
ノ
木
わ
か
く
さ
会
　
河
村
　
冨
美
子

し
た
「
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
i
s
s
）」
が
地
上
４
０
０
㌔
で

地
球
を
１
日
16
周
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
赤
道
上
」
約
３
万
６
千
㌔

の
上
空
に
は
「
静
止
衛
星
」
が
目

白
押
し
で
「
放
送
」「
通
信
」「
気

象
」
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
６
０
０
万
年
前
に

そ
の
片
鱗
を
見
せ
た
「
ホ
モ
サ
ピ

エ
ン
ス
」
が
積
み
上
げ
た
英
知
と

い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
年
頭
に
あ

た
っ
て
「
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
」
の

進
化
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
た
。
今

年
が
「
良
い
年
」
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
。

⑥
天
動
説
か
ら
地
動
説
へ

　
「
宗
教
が
か
っ
た
宇
宙
観
」
か

ら
文
明
の
発
達
に
伴
い「
真
の
姿
」

が
明
確
に
な
り
ま
す
。
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
「
マ
ゼ
ラ
ン
（
１
４
８
０
～

１
５
２
１
）」
が
１
５
１
９
年
９

月
、
５
隻
の
船
で
西
方
へ
航
海
を
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【
ふ
る
さ
と
の
中
心
・
筥
崎
宮
】

　
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
、
箱
崎
・
馬

出
に
は
素
晴
ら
し
い
歴
史
と
場
所

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ふ
る
さ

と
の
中
心
に
筥
崎
宮
が
あ
る
か
ら

で
す
。
筥
崎
宮
に
は
西
暦
9
2
1

年
創
建
以
来
、
二
つ
の
歴
史
的
に

有
名
な
史
実
が
折
り
重
な
っ
て
い

ま
す
。
一
つ
目
は
1
2
7
4
年

の
元
寇
史
実
「
敵
国
降
伏
」
で
あ

り
、
二
つ
目
は
今
回
の
主
役
の
関

白
秀
吉
公
と
千
利
休
居
士
の
演
じ

た
1
5
8
7
年
（
天
正
15
年
）
の

【
博
多
復
興
と
茶
の
湯
文
化
】
で
あ

り
ま
す
。

　
郷
土
史
家
の
筑
紫
豊
氏
は
『
我 第 30回

馬
出
校
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

　
箱
嶋
　
文
衛

が
国
茶
湯
史
上
の
２
巨
人
の
天
正

15
年
晩
夏
に
お
け
る
箱
崎
で
の
風

雅
は
ま
さ
に
特
筆
に
値
す
る
も
の

だ
っ
た
』
と
評
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
あ
り
し
日
の
面
影

が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
し
ま
っ
た

今
日
、
筥
崎
宮
と
そ
の
神
域
の
ど

こ
で
何
が
行
わ
れ
た
の
か
が
忘
れ

去
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
こ
で
今
回
は
こ
の
史
実
を

皆
様
と
一
緒
に
探
し
求
め
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

【
筥
崎
宮
で
の

　   

秀
吉
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
】

　
豊
臣
秀
吉
は
1
5
8
5
年
に
関

白
宣
下
を
受
け
、
翌
年
に
豊
臣
政

権
が
確
立
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
豊

臣
軍
総
勢
10
万
が
九
州
に
到
着
し
、

島
津
勢
を
平
定
し
、
実
質
的
な
天

下
統
一
を
果
た
し
た
1
5
8
7
年

に
関
白
秀
吉
と
千
利
休
は
、
戦
乱

で
焼
け
野
原
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

博
多
の
街
に
立
ち
ま
し
た
。

　
そ
し
て
戦
災
を
免
れ
た
筥
崎
宮

を
宿
所
と
し
て
滞
在
し
た
わ
ず
か

1
カ
月
足
ら
ず
の
間
に
、
博
多
の

町
と
人
々
に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
残
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
時
、
関
白
秀
吉
は
48
歳
、

利
休
は
60
歳
の
時
に
正
親
町
天
皇

か
ら
居
士
号
「
利
休
」
を
勅
賜
さ

れ
、
二
人
の
人
間
的
な
魅
力
と
情

熱
と
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
と
も
に
絶
頂
期
に

あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
ま
た
同

時
に
こ
の
筥
崎
宮
宿
所
に
居
合
わ

せ
た
の
は
、
天
下
を
動
か
す
当
代

一
流
の
豪
華
メ
ン
バ
ー
た
ち
で
し

た
。
石
田
三
成
、
小
西
行
長
、
九

～
秀
吉
と
千
利
休
の

　『
博
多
復
興
と
茶
の
湯
文
化
』～

鬼
嘉
隆
と
い
っ
た
大
名
衆
、
細
川

幽
斎
、
津
田
宗
久
ら
の
歌
人・茶
人
、

さ
ら
に
は
神
屋
宗
湛
、
島
井
宗
室

ら
の
博
多
豪
商
が
一
堂
に
会
し
て

い
た
の
で
す
。

　
秀
吉
が
筥
崎
宮
で
こ
う
い
っ
た

人
た
ち
の
前
で
発
し
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
博
多
復
興
の
た
め
の
太

閤
町
割
り
で
し
た
（
図
１
参
照
）。

博
多
を
朝
鮮
出
兵
に
向
け
て
の
兵

站
基
地
と
す
る
秀
吉
の
思
惑
と
博

多
復
興
を
願
う
博
多
豪
商
の
思
い

が
一
致
し
た
の
で
し
た
。
山
笠
で

も
お
な
じ
み
の
「
博
多
七
流
れ
」

の
由
来
は
町
割
り
に
始
ま
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
秀
吉
の
遺

伝
子
は
博
多
商
人
の
心
意
気
に
受

け
継
が
れ
、
4
0
0
年
後
の
J
R

博
多
駅
命
名
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
と
考
え
る
の
は
私
の
考
え
過
ぎ

で
し
ょ
う
か
。（
そ
も
そ
も
博
多
は

1
1
6
0
年
当
時
の
平
清
盛
の
日

宋
貿
易
当
時
か
ら
商
業
都
市
と
し

て
基
盤
を
固
め
、
町
人
独
自
の
自

治
組
織
を
構
成
、
自
由
都
市
の
様

【博多人形】
秀吉・利休像：恵
光院所蔵（非公開）

【図１】太閤町割りの博多部

筥崎宮の本宮。正面には「敵国降伏」の書が
掲げられている。もとは醍醐天皇がご宸筆さ
れたと伝わる。現在のものは蒙古襲来により
炎上した社殿の再興にあたり亀山上皇が納め
られた御宸筆を謹写拡大したもの。
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◆
今
年
の
初
夢

　

今
回
改
め
て
夫
々
の
史
跡
を
写

真
に
収
め
る
た
め
に
歩
い
て
い
ま

し
た
時
、
夫
々
の
史
跡
が
声
を
発

し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
ま

し
た
。
そ
れ
は
筥
崎
宮
に
あ
る
石

燈
籠
が『
こ
の
指
止
ま
れ
』と
言
っ

て
、
他
の
史
跡
に
『
利
休
サ
ミ
ッ

ト
を
や
り
ま
し
ょ
う
！
』
と
呼
び

か
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

の
で
す
。
ば
ら
ば
ら
で
は
な
く
、

１
カ
所
に
あ
る
べ
き
利
休
史
跡
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
１
カ

所
に
集
ま
る
こ
と
は
所
詮
無
理
な

話
で
す
。
だ
け
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
だ
と
、
再
現
可

能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
正
月
に

ち
な
ん
で
、
4
3
0
年
前
の
箱

崎
松
原
を
初
夢
で
再
現
し
て
み
ま

し
た
。

　「
箱
崎
松
原
が
唐
津
の
虹
の
松

原
の
よ
う
に
密
集
し
て
生
い
茂

り
、陰
陽
師
安
倍
晴
明
が
現
れ
て
、

砂
浜
に
杖
を
指
し
示
す
と
、
鏡
の

井
戸
か
ら
名
水
が
脈
々
と
ほ
と
ば

し
り
、
宝
満
山
・
若
杉
山
を
借
景

に
し
た
生
き
庭
も
再
現
。
利
休
居

士
が
よ
み
が
え
っ
て
、
釜
掛
け
の

松
で
抹
茶
を
点
て
て
い
る
。
松
葉

の
焼
け
る
芳
香
が
さ
わ
や
か
な
浜

風
と
入
り
混
じ
っ
て
松
林
を
吹
き

抜
け
て
い
っ
た
。」

【
参
考
資
料
】
博
多
と
茶
湯
（
著
者
筑
紫
豊
）、
茶
の
湯
と
筑
前
（
著
者
松
岡
博
和
）

　
　
　
　
　
　

千
利
休
（
著
者
唐
木
順
三
）、茶
～
利
休
と
今
を
つ
な
ぐ
～
（
著
者
千
宗
室
）

筑
前
国
続
風
土
記
（
著
者
貝
原
益
軒
）、
宗
湛
日
記
（
著
者
神
屋
宗
湛
）

各
史
跡
案
内
板
（
釜
掛
け
の
松
・
石
燈
籠
・
鏡
の
井
・
燈
籠
堂
・
生
き
庭
）

相
を
有
し
て
お
り
、
加
え
て
秀
吉

か
ら
楽
市
楽
座
恩
典
を
与
え
ら
れ
、

短
期
間
の
天
領
で
あ
れ
、
博
多
商

人
の
自
由
闊
達
な
心
意
気
も
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
）

【
筥
崎
宮
神
域（
箱
崎
松
原
）で
の

         

利
休
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
】

　
筥
崎
宮
滞
在
の
頃
の
利
休
は
秀

吉
の
茶
頭
と
し
て
、
ま
た
政
治
に

も
深
く
関
わ
り
「
内
々
の
儀
は
利

休
に
尋
ね
よ
」
と
言
わ
れ
る
ま
で

の
関
係
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
秀

吉
の
博
多
町
割
り
指
図
後
の
6
月

18
日
に
箱
崎
松
原
の
一
角
で
茶
会

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
秀
吉
が
主
客

に
な
り
、
利
休
が
主
人
と
し
て
お

茶
を
点
て
ま
し
た
。
松
の
枝
に
鎖

を
掛
け
、
雲
龍
の
小
釜
を
釣
り
、

松
葉
を
燃
料
に
湯
を
沸
か
し
た
際

に
、
煙
と
な
っ
て
立
ち
上
る
、
え

も
い
わ
れ
ぬ
芳
香
が
茶
会
に
風
情

を
添
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
点
の
始
ま
り
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
う
し
た
故
事
を
顕
彰
す
る
碑

が
「
釜
掛
け
の
松
」（
写
真
１
）
と

し
て
、
九
州
大
学
医
学
部
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
あ
り
ま
す
。
同
時
に
筥

崎
宮
の
神
域
で
あ
る
箱
崎
松
原
に

位
置
す
る
翁
別
神
社
の
「
鏡
の
井
」

（
写
真
2
）
か
ら
湧
き
出
る
名
水
を

利
休
は
汲
ん
で
秀
吉
に
賜
っ
た
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
利
休

は
こ
の
茶
会
を
記
念
し
て
、
筥
崎

宮
に
「
石
燈
籠
」（
写
真
3
・
国
指

定
重
要
文
化
財
）
を
奉
納
し
て
い

ま
す
。
筥
崎
宮
の
す
ぐ
そ
ば
に
位

置
し
ま
す「
恵
光
院
の
燈
籠
堂
」（
写

真
４
）
も
利
休
居
士
が
関
白
秀
吉

に
茶
を
賜
っ
た
処
と
し
て
、
有
名

な
史
跡
で
す
。
さ
ら
に
秀
吉
が
利

休
に
命
じ
て
茶
席
の
庭
を
築
か
せ

た
際
に
、
直
ち
に
数
個
の
平
石
を

集
め
、
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・
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④燈籠堂：恵光院
福岡市東区馬出
5-36-35

③石燈籠：
筥崎宮
福岡市東区
箱崎1-22-1

②鏡の井：翁別神社
福岡市東区
馬出2-25-18

⑤生き庭
（非公開）：
長性禅寺　
福岡市東区
箱崎1-36-23

①釜掛けの松：
九州大学医学部構内
福岡市東区
馬出3丁目

利休と秀吉の博多滞在の足跡を巡りましょう！
出来事 1587年（天正15年） 場所 主人 主客

茶会

6月 13日 数寄屋 津田宗及 秀　吉

6月 14日 箱崎燈籠堂
（現恵光院） 利　休 宗湛・島井宗室・柴田宗仁

6月 18日 箱崎松原
（九大医学部釜掛の松） 利　休 秀　吉

6月 19日 箱崎御陣所 秀　吉 宗湛・島井宗室
6月 25日 筥崎宮赤幡坊陣屋 宗　湛 秀　吉
6月 26日 箱崎 宗　湛 石田三成・施楽院全宗・九鬼嘉隆
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〒100-8822  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社（担当課）医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から17：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉

③掛金払込の条件：

④補償範囲・掛金タイプ：◆24時間型／４タイプ

◆活 動 型／２タイプ

老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。
加入手続きは所属の老人クラブの保険担当者が取りまとめる団体保険です。

加入申込の人数に関わらず１回の払込につき掛金総額３,０００円以上（追加の場合も同様）。
※払込手数料は加入申込者負担。老人クラブ・会員個人には保険証券・領収証は発行されません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ団体賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点がある場合には、代理店ま
でお問い合わせください。

・すべてのタイプに特定感染症危険補償（新型コロナウィルス感染症を含む）を追加しました。
・自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償を付加したタイプもあります。

6タイプから1人１つ選択してください。複数口加入はできません。

8,000円タイプと12,000円タイプについては、他人の物を壊したり、
他人にケガをさせた場合も対象となります。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。
保険始期月
10月
4月

保険期間
10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
7月15日～9月15日まで
1月15日～3月15日まで

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷 害 保 険

賠償責任保険 他人の物を壊したり、ケガをさせた時の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

2021年3月作成　20-TC10866

原 稿 募 集 ！原 稿 募 集 ！

短歌・俳句・川柳・五行歌

体験談（失敗談・感動体験など）

⃝広く会員の皆様が読まれるため、短歌・俳句（1 人 3 作品まで）に
は分かりやすい季語を入れてください。

⃝原稿には必ず氏名・校区名・所属クラブ名・住所・電話番号を明記
の上、事務局までお送りください。

（紙面の都合上、一部割愛させていただくことがあります。ご了承ください）

作品の応募は令和 4年 4月末から 5月中旬予定です。

《原稿の宛先はコチラ》

東区ねんりんクラブ連合会事務局
〒812-8653 東区箱崎2丁目54-1

TEL：092-645-1074

　次回発行の「東区ねんりんクラブだより第 91 号」の
原稿を募集します。皆様のご投稿をお待ちしております。

広報紙を「生きがい披露」の場に
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サービスの対象者

① 65歳以上で福岡市に介護保険料を納めている方
②健康状態・身体状況に不安があり、緊急時における
連絡手段の確保が困難なひとり暮らしの方、または
これに準ずる方

　家の中で急病や事故などの緊急事態が起きたとき、
胸にかけたペンダントか本体のボタンを押せば「受
信センター」へ自動的に通報する機器を自宅の固定
電話にとりつけます。
　緊急時には「受信センター」から消防局や近隣の協
力員などに連絡して生活の安全を守ります。（協力員
は申請時に原則として 2名、登録をお願いします）
　また、緊急時以外にも相談を
お聞きして、日常生活での不安
を解消します。
　これらの緊急通報用機器をレ
ンタルします。

サービスの内容

　在宅のひとり暮らしの高齢者などに対し、火災警報
器、自動消火器、電磁調理器の 3品目を給付し、日常
生活の便宜を図ります。

サービスの内容

　市内に居住する65歳以上で、次のいずれかに該当する人
①�火災警報器…�寝たきりの高齢者、ひとり暮らしの高齢者、

これに準ずる世帯
②�自動消火器…�寝たきりの高齢者、ひとり暮らしの高齢者、

これに準ずる世帯
③電磁調理器…高齢者のみの世帯、これに準ずる世帯

サービスの対象者

費用（毎月の利用者負担額）

介護保険料所得段階 利用者負担額

第 1・2・3段階 固定電話型 携帯電話型
0円／月 0円／月

第 4〜 13 段階 948 円／月 1,145 円／月

費用（市の助成率）

（介護保険料段階）利用世帯の階層区分 助成率

第１段階 A 生活保護受給者、支援給付受給者、市民税世帯非課税の老齢福祉年金受給者 100％

B「第１段階A」に該当しない第１段階の方 90％
第２・３段階 90％
第４・５段階 60％
第６・７段階 35％
第８段階 10％
第９〜13段階 助成対象外

高齢者在宅生活高齢者在宅生活へのへの支援支援

1、緊急通報システム1、緊急通報システム 22、、日常生活用具日常生活用具

東区保健福祉センター  福祉・介護保険課  高齢者福祉係 TEL：092-645-1071【お問い合わせ先】

福岡市では、高齢者の方が安全・安心に暮らしていただける福岡市では、高齢者の方が安全・安心に暮らしていただける
よう、様々なサービスを行っておりますが、その中から 2 つよう、様々なサービスを行っておりますが、その中から 2 つ
ご紹介させていただきます。ご紹介させていただきます。

※第１段階の A、Bという区分は、当該事業独自の区分になります
※下記の機種単価に上記助成率を乗じた額が助成額となります
　� （１円未満切り上げ）

25

活用しましょう！

品　目 機種単価（令和 3年度）

給　付
火災警報器 8,658 円 　
自動消火器 21,389 円または 29,945 円 　
電磁調理器 13,241 円 　
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香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

小
島
　
ム
ツ
　

赤
と
ん
ぼ
な
ん
で
連
れ
て
く
我
が
友
を

面
影
浮
か
ぶ
垣
根
の
む
こ
う

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

竹
下
　
正
見
　

咲
い
て
い
る
鉢
よ
り
花
の
な
い
鉢
が

春
を
待
っ
て
る
我
が
家
の
庭

香
椎
浜
校
区
　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

犬
塚
　
典
子
　

秋
茜
思
い
浮
か
ぶ
は

な
つ
か
し
き
故
郷
の
川
戯
れ
し
友

香
椎
浜
校
区
　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

近
藤
　
清
　
　

桜
守
り
酷
寒
に
堪
え
一
ひ
ら
の

春
の
小
宵
の
歌
物
語

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

竹
下
　
伊
都
子

あ
つ
孔
雀
羽
毛
を
広
げ
て
森
の
中

忘
れ
ら
れ
な
い
壱
岐
の
思
い
出

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

小
嶋
　
華
代
　

日
曜
日
の
朝
の
パ
ン
屋
さ
ん

テ
ラ
ス
の
席
は
満
員
の
大
盛
況

楽
し
く
食
べ
て
る
家
族
連
れ

皆
ん
な
幸
せ
そ
う

私
の
子
ど
も
の
頃
は
な
か
っ
た
な
～

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�
田
中
　
友
春
　

五 
行 

歌

G
ゴ
ル
フ
入
ら
ん
理
由
用
意
し
て

美
和
台
校
区
　
明
寿
会�

中
野
　
茂
　
　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
石
こ
ろ
の
お
陰
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

美
和
台
校
区
　
明
寿
会�

安
河
内
　
福
雄

パ
ソ
コ
ン
の
検
索
増
え
る
新
略
語

香
椎
下
原
校
区
　
み
ど
り
の
会�
中
野
　
弘
子
　

目
を
細
め
ぼ
や
っ
と
見
れ
ば
皆
若
い（
み
な
わ
会
）

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

井
上
　
和
彦
　

手
を
つ
く
と
横
に
硬
貨
が
落
ち
て
い
た

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

安
村
　
眞
　
　

今
年
ま
た
も
ち
つ
き
大
会
中
止
で
す

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

西
野
　
博
　
　

老
い
る
と
は
心
と
体
が
反
比
例

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

豊
村
　
幸
子
　

ど
ん
な
顔
マ
ス
ク
外
す
と
あ
の
人
は

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

町
田
　
義
郎
　

孫
ふ
た
り
親
の
ふ
り
み
て
看
護
師
に

忙
し
い
な
か
旅
に
も
出
掛
け

城
浜
校
区
　
ひ
ま
わ
り
会�

増
山
　
好
　
　

風
の
せ
て
静
か
に
ゆ
る
る
ブ
ラ
ン
コ
に

人
の
影
な
し
冬
の
公
園

舞
松
原
校
区
　
高
寿
会�

伊
東
　
文
枝
　

夕
暮
れ
の
闇
を
切
り
裂
き
ジ
ェ
ッ
ト
機
の

爆
音
轟
く
名
島
海
岸

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

田
中
　
友
春
　

初
春
や
富
士
山
麓
の
河
口
湖

招
か
れ
祝
う
美
酒
や
お
せ
ち
ぞ

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

満
生
　
弘
子
　

ご
み
箱
の
雑
が
み
仕
分
け
シ
ワ
伸
す

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

矢
澤
　
伊
久
男

起
き
ざ
ま
に
生
き
て
い
る
か
と
触
れ
て
み
る

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

�

山
下
　
聖
夫
　

孫
の
名
は
ど
ち
ら
が
姉
か
妹
か

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

竹
下
　
正
見
　

ゆ
う
ぎ
会
見
た
い
見
れ
な
い
園
の
外

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
・
サ
ー
ク
ル
楠
の
木�

𠮷
原
　
眞
理
子

焼
芋
の
匂
い
マ
ス
ク
を
通
り
ぬ
け

香
椎
浜
校
区
　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

中
園
　
久
美
子

ド
ン
グ
リ
の
止
ま
ら
な
い
の
は
や
じ
ろ
べ
え

香
椎
浜
校
区
　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

近
藤
　
清
　
　

八
十
路
越
え
三
密
守
り
百
ま
で
も

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

竹
下
　
伊
都
子

物
忘
れ
し
な
い
薬
を
飲
み
忘
れ

名
島
校
区
　
第
一
健
寿
会�

大
坪
　
耕
一
郎

コ
ロ
ナ
禍
の
終
着
駅
は
始
発
駅

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

田
中
　
友
春
　

涼
し
さ
を
味
見
し
な
が
ら
深
呼
吸

東
箱
崎
校
区
　
グ
リ
ー
ン
・
ガ
ー
デ
ン
・
ク
ラ
ブ
　

�

鈴
木
　
国
昭
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こ
の
た
び
は
、
東
区
ね
ん
り

ん
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
へ
広
告
の
掲

載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸

せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

願
っ
て
発
行
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚

誼
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

�

東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
告
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

編
集
後
記

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
一
昨
年
に
引
き
続

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、
様
々
な
活
動
が

縮
小
や
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、
平
常
の
活

動
に
戻
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。

　

そ
の
中
「
東
区
ね
ん
り
ん
ク

ラ
ブ
だ
よ
り
」
は
予
定
通
り
年

２
回
、
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
も
皆
様
か
ら
の

投
稿
や
投
句
そ
し
て
ご
協
力
の

賜
物
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
は

ま
だ
ま
だ
で
し
ょ
う
。
次
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
基
本
的

な
感
染
対
策
（
マ
ス
ク
の
着
用
・

手
洗
い
・
三
密
回
避
）
を
し
っ

か
り
行
い
、
新
し
い
年
を
元
気

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
ま
た

寒
さ
対
策
も
あ
わ
せ
て
お
願
い

し
ま
す
。

�

（
広
報
部
長　

江
﨑　

征
二
）

　
10
月
6
日
（
水
）、
雁
の
巣
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
第
29
回

東
区
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
1
3
3
名
が
参
加
し
、
今

大
会
の
各
コ
ー
ト
の
上
位
24
名
が
、

10
月
25
日
（
月
）
開
催
の
市
大
会
へ

の
出
場
権
を
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
気
合
い
十
分
。
し
か
し
、

ハ
イ
ス
コ
ア
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、

仲
間
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
に
も
花
を

咲
か
せ
、
青
空
の
も
と
の
び
の
び
と

プ
レ
ー
し
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
29
回
東
区
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

仲
間
と

仲
間
と
G
G
G
G
で
気
分
爽
快
！

で
気
分
爽
快
！最高齢者賞

受賞者へインタビュー受賞者へインタビュー

　グラウンド・ゴルフは 20年続
けています。趣味は家庭菜園で、
毎朝 2時間は畑で作業をしてい
ます。様々な野菜を育てていま
すが、夏に育てたスイカは、近
所の方におすそ分けしたら、と
ても好評で嬉しかったです。

9292歳歳

堺　

保
さ
ん

堺　

保
さ
ん

（
三
苫
校
区
）

（
三
苫
校
区
）

　健康のために毎朝、ラジオ体
操や 40分間散歩をしています。
また、週 2、3 回は午前中にグ
ラウンド・ゴルフをすることも
習慣にしています。とにかく何
でも興味を持つことと深く悩ま
ないことを大事にしています。

8989歳歳

田
中　

京
子
さ
ん

田
中　

京
子
さ
ん

（
名
島
校
区
）

（
名
島
校
区
）

開会式の様子開会式の様子

快晴の中プレー快晴の中プレー


